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賀茂祭の源流
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毎年五月十五日に京都三大祭のひとつ葵祭が行われる。平安時代
の装束に身をまとった行列が勅使・齋王代を警固して、京都御所から下・上賀茂社へと向かう。見どころは路頭の儀・社頭の儀（行列）であろう。勅使をはじめ検非違使、近衛使、内蔵使、山城使、牛車、風流傘、斎王代など、総勢五〇〇余名 馬三六頭、牛四頭、牛車二台、輿一台の風雅な王朝行列が、遠く東山や北山の峰々を眺望しながら下鴨神社へ さらに 神社へ その道 りは全長約八キロにもおよぶ。平安時 の雅 今日に伝える古式ゆかしい神事とされている。
 
今でこそ葵祭の名が有名だが、もともとは賀茂祭と呼ぶのが正式
であった。葵祭と呼ばれる うになる は、中世の応仁の乱で廃絶した賀茂祭が江戸時代の元禄年間に二〇〇年ぶり 再興されるに際してこのように呼ばれるようになったと考えられる。
 
賀茂祭は、もともとは山背国葛野郡を本拠とする鴨縣主の祭礼に
すぎなかった。京都府民には「上賀茂さん」 、 「下鴨さん」と呼ばれ親しまれているが、 上賀茂神社の正式名称は賀茂別雷
(かもわけいか
づち
)神社、下鴨神社のそれは賀茂御祖
(かものみおや
)神社であっ
た。 「賀茂」 ・ 「鴨」の表記上のち
がいは賀茂川の高野川との合流点以
北を賀茂川、以南を鴨川と表記する通例に倣ったものであろう。
 
こうした賀茂祭はいつ頃から祭られ、また現在の葵祭りのような
形態をとるようになったのであろうか。本報告はそのおおまかな論点を提示し、当日の調査の参考としていただければ幸甚である。
 
 一、 「路頭の儀」の成立
 
  
古代の賀茂祭は、都合六日間にわたって厳修された。それを『延
喜式』を参考に古代儀礼研究の立場から整理すると、大きく次の三つの儀礼群に分類することができる。
 
 （１）五月 中巳・中午日 行われる「御阿礼之儀」など下上社固
有の祭儀。
 
（２）山城国司による乗馬騎射などの陳設と臨検（国祭） 。
 
（３）酉日を中心に「齋院御禊」 ・ 「警固儀」 ・ 「宮中儀」 ・ 路頭・社
頭之儀」 （廃務） ・ 「天皇幣」 （内蔵幣） ・ 「宣命奏上」など王権が直接・間接に関与する儀礼群。
 
  
このうち（１） （２）の賀茂祭の原型に当たる箇所については、 二、
三章においてあらためて検討することとしたい。
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そこで現在では賀茂祭の代名詞ともなっている（３）の儀礼群を
中心にそれが何時どのような経緯で成立することになったのかを検討してみたい。
 
 
まず、こうした儀礼群誕生の契機として、大同四（八〇四）年の
末から弘仁元（八一〇）年にかけて勃発した政治的事件に注目してみたい。
 
 
大同四（八〇九）年四月、平城天皇は一旦皇位を神野親王（嵯峨
天皇）に譲ったものの、同年十二月、重祚を意図して旧都平城京に還御し、 ここに山城の平安京と大和の平城京に国家機構を二分する、「二所朝廷の対立関係」が生み出され 。このように両者が対立・拮抗するなかで 嵯峨天皇が伊勢神宮に準ずる形で賀茂神に皇女の有智子を奉り、天皇側への加護を願ったこ は『本朝月令』の賀茂祭条に次のようにあることからも明らかであろう。
 
  
嵯峨天皇与平城天皇有隙不穆、于時嵯峨天皇祈禱有感、初奉斎王
云々。
 
  
すなわち（３）は賀茂斎王
(子
)制の成立にともない導入された儀
礼群であったといえる。賀茂齋院司の職員等の細則が伊勢神宮の斎宮式に準じて定められたのも嵯峨天皇による官僚機構 整備過程においてであった。
 
 
また、賀茂祭が弘仁十（八一九）年、
 
勅、山城国愛宕郡賀茂御祖並別雷二神之祭、宜准中祀。
 
 として、賀茂上下社がはじめて「中祀」に列した点も注目される。律令制下の祭祀の等級制度につい は別に検討したが （ 「律令国家祭祀の等級について」 『史苑』４６―１．２、１９８７年） 、少なくとも伊勢神宮の例大祭である神嘗祭を除く特定の神社の祭祀が全国三一三二座を対象とした祈年祭やヤマト王権の伝統的祭祀である新嘗祭と並んで「中祀」 格付けされたことはきわめて重要な意味をもっていた。そもそも律令国家の祭祀制度には特定な神社を神統譜（高天原系・出雲系、天津神系・国津神系など）や王権と 親疎関係によって格付けすることはなく、 「天 地祇」はすべて「齋戒」 （ものいみ）の期間の長短によって等級を定める が原則であった。茂祭 「中祀」列格は、王権による特定 社へ 公祭化に道を拓くものであり、王権と賀茂・春日・石清水など特 神社との間 新たな序列を形成する契機 なった。いわゆる二十二社の成立などかそれに当たる。
 
 
しかも調査の対象となる「路頭の儀」や「社頭の儀」のそこここ
にも、この「二所朝廷の対立」の痕跡を見るこ ができる。
 
 警固之儀
 
まず、賀茂祭前日から祭の全日程が終了する中戌日まで
禁中で行われる「警固之儀」に注目した 。奈良時代には天皇の崩御や譲位など「国之大事」 際しては、愛發（近江国） ・不破（美濃
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国） ・鈴鹿（伊勢国）の三関を固める固関（こげん）という儀礼がおこなわれた。これは天皇の崩御や譲位にともなう政権の動揺を未然に防止するための措置であったが、 「警 」とは、これとあわせて禁中の諸司、 かんずく左右馬寮・兵庫寮の兵を禁足令下におくことをいう。弘仁一二（八二一）年に撰上された『内裏式』によれば、未日に大臣は昇殿すると、六衛府の佐以上を前庭に集め、 「欲為賀茂祀
我
故
爾
如常奉固衛」と宣言し、この厳戒態勢は賀茂祭の解齋とな
る戌日まで継続された。なお「警固」の主体となる六衛府 ついて付言すれば、大同年間、すなわち平城天皇 時代には六衛府の統廃合がすすめられ 兵員の大幅な削減がはかられていた。しかし二所朝廷の対立から薬子の変を経るなかで、削減された近衛・兵衛・士はほぼ旧数に復し、むしろ兵力自体は桓武期よりも増強される傾向にあった。こうした賀茂祭 「警固之儀」は嵯峨天皇と平城太上天皇の対立・緊張 なかで、上皇方に対す 軍事的示威 して成立したことを示唆している。
 
 近衛使・内蔵使
 
また同じことが社頭の儀に近衛使や内藏使が供奉
している点にもうかがうことができ
 
 
近衛使は単に「使」とも「祭使」ともよばれ、天皇の名代に当た
る重要な任務であった。賀茂祭使に 衛府 中将、ないしは少将がつとめるところから近衛使ともよば
れた。伊勢の公卿勅使などと比
較して位は低いが、 武官で天皇の側近 もの 任命されたのである。
近衛府は、奈良時代に天皇の親衛軍として天平宝字三（７５９）年に設置された授刀衛を大同二年に改組して成立したものである。笹山晴生によれば、近衛府は天皇に近侍し、強力な軍事力を保持していたが、 「嵯峨天皇を中心に内廷が充実するにつれ 、 近衛少将の地位が藏人所や内藏寮と緊密な関係 もつ内廷の要職とな」 （ 『日本古代衛府制度の研究』 ）ったと指摘されている。 こうした賀茂際における近衛使のかかわりも「二所朝廷」をめぐる軍事的緊張のなかで生まれたものと見て間違いない。
 
 
さらに内藏使の供奉についても注意しなければならない点があ
る。もともと内藏寮は中務省の被官で、天皇にかかわる財政を担当し、宝物などの保管・出納、天皇 御服などの調進 臨時の勅 よる物品の調達 を管掌した役所である。しかし賀茂祭 なかんずく社頭の儀における内藏使は内藏幣
（＝天皇幣）の供進という重責
をにない、かつ賀茂祭にのみ見られる宣命奏上の重儀もおわされていた。これらの諸 はあらためて述べるまでもなく本来神祇官（中臣・忌部氏）の専権事項で っ 。山背の一地方神に過ぎ かった賀茂神がこのように伊勢神宮と並ぶ特段の扱いを受ける いたった背景には、二所朝廷の内紛と嵯峨王権の形成 いう政治的・軍事的背景が存在していた である。おそら
く平安時代の賀茂祭は、今日
の葵祭にみられるようなみやびさとは程遠い、軍事的緊張のみなぎる一大政治的示威であったと考えられ 。
 
山城使
附検非違使
 
ところで、 内藏幣櫃の前には山城使の一行が立ち、
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山城介がこれに当たる。官位は六位相当だが、おそらく五位としての取り扱いを受けているためであろう。赤袍の着用が認められている。山城使は、齋王駕の「前駆」として、歩兵左右各十人、騎兵左右各十人、その間に郡司八人、史生・医師・博士・目各一人、掾一人を率い、諸事の検察・守護に当たっ 。国衙官人が随行するところから、 軍事というよりは検察・警固の要素が強いように思われる。こうした山城使の供奉については、御所を北行すれば、ほどなく洛外で、山城国司の所管区域であ 、また賀茂・鴨両社も山城国司の管轄地域に存在する。異例 もいえるこうした山城国司の供奉 、畢竟、管轄区域の問題だとする説もある（川出清彦『祭祀概論』１９７８年） 。 しか それにしては ささか大規模であり、 それ は別な可能性を想定する必要があ ように思われる。
 
 
なお、江次第などの記録類によれば、山城国司の前を検非違使の
一行が進むこととなっていた。その列順は、看督長一人、検非違使の志 人、鉾持一人、火長二人、検非違使の尉 次 また火長二人となっている。もっとも いうまでもなく検非違使は令外の官であり、弘仁七（八一六）年、左衞門大尉吉田書主に検非違 ことを兼行せしめたとあるのが文献上の初見である ため最初から賀茂祭の粧列に検非違使の供奉があったとは考えがたい。事実、齋王参向の初見史料である貞観儀式には検非違使に関す 記載がなく後になって補加されたもので ろう。それまではおそらく山城使最前列を し いたこととなり、そ 重要性があらため 注意され
よう。
 
 二、賀茂祭の源流
 
 
賀茂祭の源流については、 『山城国風土記』 逸文に次ぎのように見
える。
 
 『山城国風土記』逸文
 
山城國
 
賀茂社
 
山城の國の風土記に曰はく、可茂の社。可茂と稱ふは、日向の曾の峯に天降りましし神、賀茂建角身命、神倭石余比古の御前に立ちまして、大倭の葛木山の峯に宿りまし 彼より
漸ようやく
に遷りて、山代の
國の岡田の賀茂に至りたまひ 山代河の隨に下 まして、葛野河と賀茂河との會ふ所に至 、賀茂川を見迥かして、言りたまひしく、 「狹小くあれども、石川 清川なり」と りたまひき 仍りて、名づけて石川の瀬見の小川と曰ふ。彼の川より上りまして、久我の國の北の山基に定まりましき。爾の時より 名づけて賀茂と曰ふ。賀茂建角身命、丹波の國の神野の神伊可古夜日女にみ娶
あ
ひて生みま
せるみ子、名を玉依日子と曰ひ、次を玉依日賣と曰ふ。玉依日賣石川の瀬見の小川に川遊びせし時、丹塗矢、川上より流れ下 き。乃ち取りて、床 邊に插し置き、遂に孕みて男子を生みき。人と成
― 5 ― 
る時に至りて、外祖父、建角身命、八尋屋を造り、八戸の扉を竪て、八腹の酒を釀み 神集へ集へて、七日七夜樂遊したまひて、然して子と語らひて言 たまひしく 「汝の父と思はむ人に此の酒を飮ましめよ」 のりたまへば、即て酒坏を擧げて、天に向きて祭らむと爲ひ、屋の甍を分け穿ちて天に升りき。乃ち、外祖 のみ名に因て、可茂別雷命と號く。謂はゆる丹塗矢は、乙訓の郡 社 坐せる火雷神なり。可茂建角身命、丹波の伊可古夜日賣、玉依日賣 三柱の神は、蓼倉
たでくら
の里の三井の社に坐す（釋日本紀卷九） 。
 
 賀茂乘馬
 
妋、玉依日子は、今の賀茂縣主等が遠つ祖なり。其の祭祀の日、馬に乘ることは、 志貴島の宮に御宇 しし天皇の御世、 天の下國擧
こぞ
り
て風吹き雨零
ふ
りて、百姓含愁
う
れ
へき。その時、卜部、伊吉の若日子に
勅し 卜へしめたまふに、乃ち卜へて、賀茂の神の祟 と奏しき。仍りて四月の吉日を撰びて祀るに、馬は鈴を係け、人は猪 頭を蒙りて、駈馳せ 、祭祀 爲し 、能く祷ぎ祀らしめたまひき。因て五穀成就 、天の下豐平なりき。 に乘ること此に始まれり（本朝月令所引秦氏本系帳）
 
三井社
 
又、曰はく、蓼倉の里、三
みみ
身み
の社。三身と稱ふは、賀茂建角身命、
丹波の伊可古夜日女、玉依日女、三柱の神のみ身坐す。故 三身の社と號く。今は漸に三井の社と曰ふ。
 
 
この逸文から明らかなごとく賀茂神の本源的形態は雷神であっ
た。日本古代の雷神信仰ついては諸説あるが、何より稲作農耕儀礼として性格をもっていたとされる（柳田国男『雷神信仰の変遷』林屋辰三郎『日本の 文化』 ） 。林屋 古代人が神の存在をどのようにして知るに至ったかについて触れ「それは神の鳴動、すなわちカミナリ＝雷という形においてであっ 。その鳴動のあとには沛然と雨の到来するこ を体験して たからである。このようにして雷は稲作と深く結びつき、雷鳴 ともなう雷光は稲妻、稻光という形で理解されるようになった。そしてこの時点で天降 神はイナダマ＝稻魂であり、 穀霊でもある 考えられることにもなった である。すなわち天の神は同時に穀霊であり 田の神で ある。さらに天の神は山から里に天降ること よって、山の神でもある いう連鎖的思考が成立した」とする。なお林屋は賀茂の乗馬騎射につい はれていないが、おそらくその年の豊凶を占う歳占 意味をもってたと考えられる。
 
 
こうしたカモ社における雷神の祭祀に関して注目されるのは玉依
日子と玉依日賣と う男女のペア齋主となり、神祭りに際しては酒杯として土器が用いられていたことである。下賀茂 社の北東・高野川ぞいには賀茂波爾神社が鎮座 る。この「波爾」
(埴＝ハニ
)は
土器の製作に従事する埿部のこととらしく、 『新撰姓氏録』 （山城国神別）に「西泥土部、鴨県主同祖、鴨建玉依彦命之後也」とみえる。もっとも、こうした雷神信仰におい 男女の齋主と土器 よ 祭祀
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は必ずしも倭や山背のカモにのみ限られたものではない。たとえば『常陸国風土記』那賀郡条の晡時臥伝説には、次 ように見える。
 
 『常陸国風土記』那賀郡条
 
茨城の里。此より北に高き丘あり。名を晡時臥の山といふ。古老のいへらく、兄と妹と二人あり 。兄の名は努賀
･
古、妹の名は努賀
咩
 
といふ。時に、妹、室にありしに、人あり、姓名を知らず、常
に就て求婚ひ、夜來りて晝去 ぬ。遂に夫婦と成りて、一夕に懷妊めり。産むべき月に至りて、終に小さき蛇を生めり。明くれば言とはぬが若く、闇るれば母と語る。是 、母と伯と、驚き奇しみ 心に神の子ならむと挾ひ、即ち、淨き杯に盛りて、壇 設けて安置けり。一夜 間に、已に杯の中に滿ちぬ 更、
 
に易へて置けば、亦、
 
 
の内に滿ちぬ。此かること三四して、器を用ゐあへず。母、子に
告げていへらく、 「汝が器宇を量る 、 自ら神の子なること 知りぬ我が屬の勢は、養長すべからず。父の在すところに從きね。此 あるべからず」と り。時に、子哀しみ泣き、面を拭ひ 答へけらく、 「謹しみて母の命を承りぬ。 敢へて辭ぶるところなし 然れども一身の獨去きて、人 共に去くものなし。望請はくは 矜みて一の小子を副へたまへ」といへり。母のいへらく 「我が家にあるところは、母と伯父とのみなり。是も亦、汝が明らかに知る ころなり。人の相從ふべきも 無けむ 。爰に 子恨みを含みて、事吐はず。決別るる時に臨みて、怒怨に勝 ず、伯父を震殺して天に昇 す
る時に、母驚動きて、盆を取りて投觸てければ、子え昇らず。因りて、此の峯に留まり 。盛りし
 
と甕とは、今も片岡の村にあり。
其の子孫、社を立てて祭を致し、相續ぎ 絶えず。 （以下は略く）
 
  
この晡時臥山伝説では男女のペアが兄と妹となってはいるが、基
本的図式は変わらない。また甕が雷神＝蛇神の依代となっているのも同様の設定であろう。
 
 
こうした雷神信仰の淵源は、おそらく有名な『古事記』の三輪山
伝承を下敷きとしたものであろう。
 
 『古事記』中巻
 
崇神天皇
 
此の天皇の御世に、
 
病多に起りて、人民死にて盡きむと爲き。爾
に天皇愁ひ歎きたまひて、神牀に坐しし夜、大物主大神、御夢に顯れて曰りたま しく、 「是は我が御心ぞ。 故 意富多多泥古を以ちて、我が御前を祭らしめたまはば、神の氣起らず、國安らかに平らぎなむ。 」とのりたまひき。是を以ち 驛使を四方に班ちて、意富 多泥古と謂ふ人を求めたまひ 時、河内の美努村に其 人を見得 貢進りき。爾に天皇、 「汝は誰が子ぞ。 」と問ひ賜へば、答へて曰ししく「僕は大物主大神、陶津耳命の女、活玉依毘賣 娶して生める子、名は櫛御方命の子、飯肩巣見命の子、建甕槌命の子 僕意富多多泥古ぞ。 」と白しき。是に天皇大く歡びて詔り ひしく、 「天の下平らぎ、人民榮えなむ。 」とのりたまひて、即ち意富多多泥古命を以ち
― 7 ― 
て神主と爲て、御諸山に意富美和の大神の前を拜き祭りたまひき。又伊迦賀色許男命に仰せて、天の八十毘羅訶
 
此の三字は音を以ゐ
よ。儵を作り、天神地祇の社を定め奉りたまひき。又宇陀の墨坂神に赤色の楯矛を祭り、又大坂神に墨色の楯矛を祭り、又坂の御尾の神及河の瀬 神に、悉に遺し忘るること無く幣帛 奉 たまひき。此れに因りて
 
の氣悉に息みて國家安らかに平らぎき。
 
此の意富多多泥古と謂ふ人 、神の
子と知れる所以は、上に云へる
活玉依毘賣、其の容姿端正しかりき。是に壯夫有りて、其の形姿威儀、時に比無きが、夜半の時儵忽到來つ 故、相感でて、共婚ひして共住る間 、未だ幾時もあらねば、其の美人妊身みぬ。爾 父母其の妊身みし事を恠しみて 其 女に問ひ 曰ひけらく 「汝は自ら妊みぬ。夫无きに何由か妊身める。 」 いへば 答へて曰ひけらく「麗美しき壯 有りて、其の姓名も知らぬが、夕毎に到來て共住める間に、自然懷妊みぬ。 」といひ 。是を以ちて其の父母 其の人を知らむと欲ひて、其の女に誨へて曰ひけらく、 「赤土を床の前 散し、 閇蘇
此の二字は音を以ゐよ
。 紡麻を針に貫きて、 其の衣の襴に刺せ。 」
といひき。故、教の如くして旦時 見れば、針著けし麻は、戸 鉤穴より控き通りて出でて、唯遺れる麻は三勾のみなりき。爾に即ち鉤穴より出で 状を知りて、糸の從に尋ね行けば、美和山に至りて神の社に留ま き。故、其の神 子とは知りぬ。故、其の麻の三勾遺りしに因りて、其地を名づけて美和と謂ふな 。
此の意富多多泥古命
は、神君、鴨君の祖なり。
 
 『日本書紀』崇神天皇
 秋八月の癸卯の朔己酉に、倭迹速神淺茅原
目妙姫・穗積臣の遠祖大水口宿禰・伊勢麻績君、三人、共に夢を同じくして、奏して言さく、 「昨夜夢みらく、一の貴人有りて、誨へて曰へら 、 『大田田根子命を以て、大物主大神を祭ふ主とし 亦 市磯長尾市を以て、倭大國魂神を祭ふ主とせば、必ず天下太平ぎなむ』といへり」とまうす。天皇、夢の辭を得て、益心に歡びたまふ。布く天下に告ひて、大田田根子を求ぐに、即ち茅渟縣の陶邑に大田田根子を得て貢る。天皇、即ち親ら神淺茅原に臨し 諸王卿及 八十諸部を會へ 、大田田根子に問ひて曰はく、 「汝は其れ誰が子ぞ」とのたまふ。對 て曰さく、 「父をば 物主大 と曰。母をば活玉依媛と曰す。陶津耳の女なり」とまうす。亦云はく、 「奇日方天日方武茅渟祇の女なり」といふ。天皇の はく、 「朕、榮樂えむとするかな」とのたまふ。乃ち物部連の祖伊香色雄をして、神班物者とせむと卜ふに、吉し。又、便に他神を祭らむと卜ふに 吉からず。
 
  
記紀に見える美輪山伝説は、活玉依毘賣と美和の神の聖婚譚とし
て語られ、残念ながら奉祭者（共同体） の関係 つい 詳らかでない。ただ 大田田根子が居住していた河内国茅渟縣の陶邑 朝鮮半島から伝来した須恵器の生産地 知られる。しかも母 名も「陶津耳女」 とあるよう 土器の生産に関わ のある氏族であ 、いまでも美輪山山麓か は多くの須恵 具が発見されている（佐々木幹雄「三輪と陶邑」 『 神神社史』１９７５年） 。またミワ
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ノ神が人々に畏怖されるミモロノカミとして立ち顕われることは『日本霊異記』上巻第一話、 「雷を捉ふる縁」に、次のようにある。
 
 小子部栖輕は、泊瀬の朝倉の宮に二十三年天の下治めたまひし雄略天皇大泊瀬稚武の天皇と謂す。 隨身、肺脯の侍者なり。天皇 磐余の宮に住みたまひし時、天皇、后と大安殿に寐テ婚合したまへる時に、栖輕知ら不して參ゐ入りき。天皇恥ぢて輟 ヌ。時に當 て空に雷鳴る。即ち天皇、栖輕に勅して詔はく「汝、鳴雷を請け奉らむや」とのたまふ。答へて曰さく「請けたてまつら將」とま す。天皇詔曰はく「爾
しか
あらば汝請け奉れ」とのたまふ。栖輕勅を奉り宮
より罷出で、緋の蘰を額に著け、赤き幡桙を捧ゲテ、馬に乘り 阿部の山田の前の道と豐浦寺の前の路とより走り往きて、輕の諸越の衢に至り、 叫囁び請けて言はく 「天の鳴雷神、 天皇請け呼び奉る云々」といふ。然して此より馬を還して走りて言はく「雷神と雖も、何の故にか天皇の請けを聞か不らむ」といふ。走り罷る時に 豐浦寺飯岡との間に鳴雷落ち 在り。栖輕見て即ち神司を呼び 輿篭れて大宮に持ち向かひ、天皇に奏して言さく「雷 を請け奉れり」とまをす。時 雷光を放ち明り炫ケリ 天皇 恐り、偉シク幣帛を進り、落ちし處 還さ令めしかば、今に雷の岡 呼ぶ。古京の小治田の宮の北に在り。然して後時に
栖輕卒せにき。天皇勅して留む
ること、七日七夜、彼の忠信を詠ひ、雷 落ちし同じ處に彼 墓を作りたまひ 永く碑文の柱を立てて言はく「雷を取りし栖輕が墓」
といふ。此の雷惡み怨みて鳴り落ち、碑文の柱を踊
くえ
ヱ踐み、彼の柱
の析けし間に雷
揲はさま
リテ捕へらる。天皇聞きて雷を放ちしに死な不。
雷慌レテ七日七夜留まりて在り。天皇の勅使 樹てて言はく「生きても死にても雷を捕へし栖輕が墓」といふ。所謂古京の時に名づけて雷の岡と爲ふ、語の本是れなり。
 
  
おなじ三輪山にまつわる伝説でも、この話はいわゆる倭王武＝雄
略天皇の時代に設定され、 「雷神と雖 、何の故にか天皇の請けを聞か不らむ」という「武装する王権」時代の思想が反映され いる。しかし何より興味深いのは、三つ 伝説を構成する要素、すなわち神（雷神）と土器をもって神を祭る男女ペアの齋主
(神主・祝
)、お
よびそれを奉祭する集団
(共同体・氏族
)の組み合わせがそれぞれ異
なっていることである。
 
 
まず晡時臥山伝説では、雷神は茨城
里というマイクロコスモスに
とどまり、瓮を依り代 し、努賀
･
古・努賀咩とその末裔の村人に
よって子々孫々まで祭られたとされている。すなわち三者の組み合わせが最も自然で素朴な形態（祖型）となって る。これに対し 、ミワノ神の場合は神と三輪山周辺の奉祭集団の関係は変わらないものの、齋主たるべき意富多多泥古が遠く河内に移 住むよ なった結果、神を祭るに当たってさまざまな支障が ったことが原因となって疫病が蔓延し とされている。こうした晡時臥山伝説 三輪山伝説を図式化すれば、次のようにな
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一方、賀茂神の場合は
 
 大倭葛木山の峯→山代の國の岡田の賀茂→ 代河の隨に下り→葛野河（桂川）と賀茂河との會ふ所に至りまし、→彼の川より上りまして、久我の國の北の山基に定まりましき。爾 時より、名づけて賀茂と曰ふ。
 
 とあるごとく、神と神を祭る人々の関係には触れられておらず、かわってカモノ神の倭西部から山背北部への移動が神話として子細に語られている。倭姫が御杖代となって天照大神の座地を求めた いう伝承と重なるが、このルートに沿って大和国葛上郡の鴨都波八重事代主命神社・鴨山口神社・葛木分神社・高鴨阿治
須岐託彦根神社、城上郡の火雷神社などが存在する。一方、山城国には乙訓郡坐火雷神社とともに、賀茂別雷（かもわけいかづち）神社、賀茂御祖（かものみおや）神社が存在することは言うまでもない。こうした大和の鴨氏と山背カモ氏をまったく無関係の氏族とする説もあるが（井上光貞「カモ県主の研究」 『日本古代国家の研究』１９６５年） トモ系氏族を別 すれば氏族名の多くが地名に由来することに注目したい（小野氏が近江の小野村に由来する例） 。大和国葛城上郡の鴨都波八重事代主命神社の所在する下鳧郷（ 『平安遺文』１―８１・８６、 ）は、まさに『延喜式』祝詞の見える葛城御県の故地に当たっている。 『平城京木簡』 １―４２８には 「葛木上郡賀茂里」とあって「賀茂」の表記は山代の賀茂とも通い用いられている。なお当社の別称である「葛木鴨社」は、もともと高鴨阿治須岐託彦根命神を含む名称であったが、天平宝字八（七六四）年以降、鴨都波八重事代主命神社にのみ用いられるようになった いう（西宮秀紀『律令国家と律令 祇制度の研究』 ） 。また『延喜式』の剛本・吉本の当社の傍訓には「字シモツカモノ」とあり、平治元 一一五九）年九月の「大和 目 下知状」 （ 『平安遺文』６―３０ には「下賀茂社」とある。カモの上下社の区別は、あるいは山背進出当初からのものとも考えられる。こうした点から下鳧（里）郷を本貫とする倭カモ氏 段階的な山城進出・移住を想定することも決して不自然ではない。ただ、山背への移住当初の神と奉祭集団との関係 、逸文に「百姓含愁」とあるごとく、かなり安定なも であっ ようだ
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（図Ⅲ） 。
 
  
倭のカモ氏の山背への移
住・ 進出の時期は不明だが、風土記の逸文に
 
 志貴島の宮に御宇しめしし天皇の御世、天の下國擧りて風吹き雨零りて、百姓含愁へき。その時、卜部伊吉の若日子に勅して卜へしめたまふに、乃ち卜へ 、賀
茂の神の祟なりと奏しき。
 
 あって欽明天皇 崇仏論争の頃のこととされている。ちなみにここで賀茂神の祟りを卜した卜部伊吉若日子は、壱岐嶋から移配された壱岐嶋卜部のことであろう（拙稿「壱岐対馬の神々をたずねて」 『専修大学人文科学月報』１９５号、２００１年参照） 。こうした地方からヤマト王権に仕奉するために隣接する山背に移配された氏族には、伊吉氏の他に愛宕郡出雲鄕の出雲臣 郡は不詳だが隼人鄕の隼人などの存在が知られる。おそらく山背賀茂県主が倭王権に供奉するようになったのもこの頃のことと考えられ。
 
 
その職掌についても諸説あるが、 『下鴨系図』の第三世代である大
二目命の項に
 
 子孫等鴨建津身命社齋奉。又主殿寮主水司為名負仕奉。
 
 とあって、主殿寮主水司の名負氏であったとされている点が注目されよう。また『新撰姓氏録』 逸文の賀茂朝臣条には著名なヤタガラスの伝承をともなうことから主殿寮との関係に疑問の余地はない。ただ、主水司 果たしてどのように関わるのかは必ずしも明確でな もっとも『延喜式』によれば 水司 は「鳴雷神一座」が祀られ、毎年春秋の二季に祭礼がなさ ていた。また、主水司の職掌には「御生氣御井」 ことなどが見え、カモ県主との関係はつまびらかでないが 主水司は氷室の管理者としても知られ、全一〇氷室のうち上賀茂神社の周辺に小野氷室・土坂氷室・石前氷室・栗栖野の四氷室が存在する。また粥や漿水など水と深く関わる職掌に関与していることから、水や氷などの物品の朝廷への貢進を職掌とするようになったと考え れる。中世のことになるが、下鴨社領の一円地化のなかで、氷室の傜丁の故をもって、葛野郡の百姓が神戸に接収された例もある。もちろん、下・上社ともに本来は山背盆地の水源の御蔭山、 北山に ます雷神を農業神とし 祭る存在で 。それが欽明期以降 山背盆地へ進出・移住をきっかけとして 農地を山背盆地を潤す水源を支配す とともに、水 司る氏 して王権
 
― 11 ― 
に供奉するようになったと考えられるのである。
 
 三、山城使の意義
 
  
賀茂祭のなかでもう一つ注目されるのは、賀茂齋王制度成立以後
に形成された路頭の儀のみならず （１） 「御阿礼之事」 に連続する （後儀）の（２）の乗馬騎射について、山城国司の深い関与・臨検が見られることである。古代の神祇制度の研究では、国司が特定の神社の祭祀に供奉することや祭儀 監督や統制に従事することはありえなかった。この点について賀茂祭 行列が一部洛外に及ぶ から山城国司 供奉や臨検がともなったとする説 あることを先に触れた。しかし『続日本紀』等 よれば
 
 １、 『続日本紀』
 
文武二年（六九八）三月辛巳。 《廿一》禁山背国賀茂祭日会衆騎射。
 
 ２、 『続日本紀』大宝二年（七〇二）夏四月庚子。 《戊戌朔三》
 
禁祭賀茂神日、徒衆会集、執仗騎射。唯当国之人、不在禁限
 
 ３、 『続日本紀』
 
和銅四年（七一一）四月乙未。 《二十》
 
詔。賀茂神祭日、自今以後、国司毎年、親臨検察焉。
 
４、 『類聚三代格』巻一
 
勅、比年以来、祭賀茂神之日、會集
人馬、悉皆禁断、自今以後、任
意聴祭 但祭礼之庭勿令闘乱。
 
天平十（七三八）年四月二三日
 
 とあって、すでに山城国司による祭礼への関与は平安遷都をはるかにさかのぼる七世紀末には実施されていた。では賀茂祭に対する山城国司の供奉・臨検はな を意図したものであったのであろうか。ここで注意 れるのは 大宝二年まで全面禁止とな ていた「会衆騎射」を「唯当国之人、不在禁限」として、山城国の人々に これを容認する方向に転換していることである。すなわち、 換言すれば、山城賀茂県主であれば問題はな が、近隣の国々 おそらくは倭葛木鴨などの同祖とはいえ、他国 人々が山背の賀茂祭に会衆し 「執仗騎射」の果てに「闘乱」 及ぶことを恐れたためで あるまいか。大宝二年といえば、いうま もなく造籍 年に当たる。 からすれば、本貫地を離れて他国の祭礼へ 無断 会衆 看過しえないものであったのであろう。もっとも、それも天平十年に 「任意聴祭、 但祭礼之庭勿令闘乱」 と、 ほぼ全面的 容認するところとなった。古代の祭礼にかける人々のエネルギーが政治を動か た事例のひとつと見ることが きよう。
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お
 
わ
 
り
 
に
 
  
専修大学人文科学研究所の総合調査に当たり、主要な調査対象と
なる賀茂祭の路頭の儀と社頭の儀、および賀茂祭の源流についてささやかな提言をこころみた。十分な論証をともなわない雑駁なものであることをお許し願いたい。ただ、念のために申し添えれば、日本を代表する多くの祭礼は長い歴史のなかでさまざまな変貌をとげていることであ 。賀茂 につ ても応仁の乱 廃絶し、江戸時代の元禄年間に二〇〇年ぶりに再興され 前とあとと は質的 も大きな変化が認められるという。調査 際し はこ 点に十分に配慮されることをお願いし、報告を終わりたいと思う。
 
